
 

 

2026 年５月 15 日 

各   位 

会 社 名 ヒ ラ キ 株 式 会 社
代表者名 代表取締役 梅 木 孝 雄
（コード番号：3059 東証スタンダード）
問合せ先 現業支援本部長 

 髙 下 幸 弘

（TEL 078－967－4601）

業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

2026 年２月５日に公表いたしました 2026 年３月期（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日）の通期連結  

業績予想と実績とに差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１. 2026 年３月期通期連結業績予想と実績との差異（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日） 

                 （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主 
に帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前 回発表予 想（Ａ） 12,200 △250 △240 △310 △63 円 69 銭

実     績（Ｂ） 11,895 △320 △313 △426 △87 円 66 銭

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △304 △70 △73 △116 ― 

増 減 率 （ ％ ） △2.5 ― ― ― ― 

（ご参考）前 期 実 績 
（2025 年３月期） 12,960 △3 △0 △771 △158 円 59 銭

 

２．差異の理由 

売上高につきましては、店舗販売事業において、５店舗の新規出店を行った靴専門店が堅調に推

移し、概ね計画通りに進捗いたしました。一方、通信販売事業においては、販売促進商品の伸び悩

みに加え、暖冬の影響による秋冬商品の不振もあり、売上高は予想を下回りました。この結果、全

社の売上高は計画を下回ることとなりました。 

利益面につきましては、経費の見直しを通じて販売費及び一般管理費の削減を進めるとともに、

特に通信販売事業において大型キャンペーンの展開や新たな販売促進策を実施し、第４四半期にお

ける受注回復を図りましたが、受注は計画を下回りました。この結果、粗利益率の高い通信販売事

業における減収影響が大きく、加えて通信販売事業に係る特別損失（減損損失）23 百万円を計上

したことにより、各利益段階において予想を下回ることとなりました。 

 

以 上 


